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研究成果の概要（和文）：　17世紀チェコの思想家ヨハネス・アモス・コメニウスは、教育ばかりではなく、文
学・言語・政治・宗教にわたる足跡を残した。しかし、彼は、ヨーロッパやアメリカで国民教育制度が成立した
19世紀後半以降、もっぱら教育家としてとらえられてきた。さらに、彼の思想は、第二次世界大戦後のイデオロ
ギー対立のなかで、近代的なものであると解釈された。本研究は、20世紀末以降の国際的なコメニウス研究の動
向を踏まえ、コメニウスのイメージのアップデートを試みた。研究成果は、『ヨハネス・コメニウス－－汎知学
の光』（講談社選書メチエ、2017年）として、広く社会に発信される。

研究成果の概要（英文）： Czech thinker Johannes Amos Comenius left vast footsteps covering not only 
education but also literature, language, politics and religion. However, after the 19th century, 
when national education syst&eacute;m was established in Europe and America, he was exclusively seen
  as an educationalist. Furthermore, during the cCold War in the 20th century, his thought was 
interpreted as modern. Based upon the international trend of Comenius study since the end of the 
20th century, this study attemted to update the image of Comenius. The result is widely sent to the 
society as "Johannes Comenius: The Light of Pansophy" (Kodansha, Tokyo).
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１．研究開始当初の背景 
 
ヨーロッパ 17 世紀の思想家ヨハネス・ア

モス・コメニウス(1592～1670)は、ルネサン
スに復興した新プラトン主義を系譜にあっ
て、独自の哲学体系「パンソフィア（汎知学）」
を構想し、教育ばかりではなく、文学・言語・
政治・宗教にわたる足跡を残した。しかし、
19 世紀における民族主義の興隆とそれを支
えた国民教育制度が確立されるなかで、彼は
もっぱら教育家として知られるようになっ
た。さらに、第二次世界大戦後のイデオロギ
ー対立の中で、コメニウスの思想は近代的に
解釈された。20 世紀末、近代の見直しの中で、
コメニウスは、冷戦期にまとわされた近代的
なイメージの故に批判されるようになった。 
研究代表者は、「コメニウス教育思想の現

代的展開に関する研究」（課題番号：21530813、 
研究期間：2009～2011 年）の採択を受けて
研究を進める中で、コメニウスの思想の再解
釈の可能性を追求する必要性を痛感し、本研
究を進めることになった。 
 
２．研究の目的 
  
本研究の目的は、次の２点に集約される。 

① コメニウスの思想の解釈の歴史的過程を
明らかにすること。 

② コメニウスの思想それ自体の再解釈の可
能性を明らかにすること。 

 
３．研究の方法 
 
 上記の研究目的に則って、文献収集を行っ
て読解を進めるとともに、国内外の専門諸学
会で研究成果を発表することによって、内外
の研究者と意見交換し、研究成果を論文・図
書等によって発表した。 
 
４．研究成果 
 
 研究期間の前半においては、所属機関の学
内行政に携わっていたが、与えられた研究機
会を活かすために最大限の努力をした。さい
わい、科学研究費研究・成果公開促進費の採
択を受けることができ、コメニウスの思想の

再解釈におい
て、今日、無
視することの
できないチェ
コ20世紀の哲
学者ヤン・パ
トチカによる
主要なコメニ
ウス研究の論
考をドイツ語
およびチェコ
語から翻訳し、
九州大学出版
会から公刊す

ることができた。 
本書は、「図書新聞」2015 年 1 月号に紹介

されたほか、教育哲学会、教育史学会でも紹
介され、「これまでのコメニウス像を見直す
もの」として高い評価を受けた。 

2014 年夏から 1年間は、所属機関の海外研
修制度によって、チェコ共和国科学アカデミ
ー哲学研究所で客員研究員として、本研究課
題の遂行に全力を傾注した。その際、科研費
の制度改革によって海外研修中における研
究費の使用が容易になったことで、ロシア・
サンクトペテルブルクやアメリカ・ニューヨ
ークでの学会に出席し、研究発表し、世界各
国の研究者と意見交換できるなど、大きく研
究を進めることができた。ロシアでの研究発
表は高い評価を得ることができ、専門誌に論
文が掲載された。 

また、前回の研究費の採択時に国際学会で
発表した内容が、相次いで公刊された。 
 チェコ共和国での海外研修では、コメニウ
ス思想の解釈の歴史について、当地の研究者
との意見交換から考察を深めることができ
たが、帰国後は、教育哲学会の課題研究とラ
ウンドテーブル、教育思想史学会コロキウム、
オーストラレーシア教育哲学会一般発表で
研究成果を報告することができ、内外の研究
者から得たコメントで、さらに考察を深める
ことができた。 

チェコ共和国科学アカデミー哲学研究所にて 

（中央右：研究代表者） 

サンクトペテルブルクで報告する研究代表者 



そうしたなかで、教育思想の歴史がいかに
語られてきたかを思想史的に探求するとい
う課題を中堅・若手の教育思想史研究者と共
有するところとなり、科学研究費補助金・基
盤研究（Ｂ）に申請したところ、平成 29 年
度から 4 年間の補助金の交付が認められた。
これは、研究が研究を生むという好循環のひ
とつの形ではないかと考える。 
研究最終年度は研究成果を広く社会に発

信することに取り組んだ。それは、科学研究
費の意義ある活用がますます求められる昨
今において不可欠であると信ずるからであ
る。さいわい、教育分野に偏って受容されて
きた日本の現状をとらえていた編集者の理
解と支援によって、コメニウス思想の本格的
な概説書を執筆することができるようにな
った。2016 年夏、チェコ共和国オロモウツに
滞在し、当地の研究者との意見交換や文献の
確認を進めつつ執筆し、帰国後、さらに推敲

を重ね、2017 年 4月、集約的な研究成果とし
て、『ヨハネス・コメニウス――汎知学の光』

（講談社選書メチエ）を出版することができ
た。本書は、コメニウスの幅広い思想をわが
国で初めて本格的に扱っており、この出版よ
って、本研究が果たすべき責務に応えること
ができたと考える。 
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